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全身投与に対する眼圧の反応が両者の間で著しく違
っていることは， Steroidに対する反応形式にいま
だ不明なー形式が在り得ることを暗示するものと思
われる。
質問中島博徳 
Steroidの種類によって変化があるか。
回答北沢克明
抗炎症作用の強い Steroid ほど眼圧上昇作用が
強いと言われている。他方， mineral corticoidの
眼圧に対する作用については，いまだ結論が出てい
ないが，大きな影響はないものと思われる。 
18) 蛍光抗体法による雌性白ネズミ下垂体前葉に
おける LHの証明
御園生雄三・ O関光倫・岩瀬秀一・
工藤純孝(千大，産婦人科〉
最近 Emmartet al (1962) は NIH-Prolactin-
S3の鐙光抗体液でネコおよびネズミの下垂体に 
Prolactin の局在を証明し， Kofi.er & Fogel 
(1964)が HCGおよび HMGを用い人間の下垂体 
に LHおよび FSHの存在を証明しているが，これ
は FSHおよび LHその他の Contamina tionがあ
り，不正確と考えられる。われわれも鼠の下垂体で
LHの存在を証明するために鐙光抗体法を利用した。
NIH-LH-S8の抗血清から半飽和硫安法および
DEAE-Celluloseにて r-Globulin を求め，これに
FITCを conjugate した。 SephadexG-25およ
び鼠肝末にて遊離色素および非特異染色因子を除去
した。 Sprague-Dawley系成熟雌性白鼠の正常お
よび去勢後 2，3，4および8週の下垂体から， Saint-
Marie京極変法で 2μ の軟パラフィン切片を作製染
色した。去勢後週数を重ねるにしたがい，前葉に特 
異的に蛍光を発する細胞が増え， 特に去勢後4週 
の前葉に強く鐙光を発する細胞が中葉に接した部
分に多数見られた。この同一切片を Bouin氏液に
て固定， Azan染色を行ない，これらの LHの鐙
光抗体液で蛍光を発する細胞が basophileの s-
Cellであることを確認した。この点 Purves & 
Griesbachの PAS 陽性細胞での研究にほぼ一致
する。
免疫学的に LH-S8・ASはヒツジの血清および
TSHと交叉反応を起し，免疫電気泳動法で泳動した
LHと LH・ASとの聞に多数の沈降線が見られる
が，おもなものは α，sおよび r-Globulinの部分 
にあり， ヒツジの血清との反応は s，r-Globulinに
見られる。ヒツジの血清で吸収した LH-ASはLH
と α-Globulin の部分でのみ反応する。 したがっ
て， LH本来の Fraction は α-Globulin にある
とも考えられるが，今回の実験はネズミの下垂体を
対象としたものでヒツジの血清での吸収は不必要で
ある。 TSH との問題は追求中である。 
LHの抗血清に FITCを conjugateすると全く同
，じ操作で雄性家兎の NormalGamma Globulinに
FITCを conjugateし， controlとして使用した。
質問大川澄男
沈降曲線では最適比における抗原抗体比がほぼ 1
であるが，この点についてはどのように考えるか。
回答関光倫
羊の血清で吸収していない血、清で、行なったものだ
が，その原因はわからない。
司会者の感想
千葉大小児科久保教授
思春期甲状腺腫は従来甲状腺ホルモン量の需要量
の増大に対処するための代償的肥大であると考えら
れていたが，藤森ら(小児科〉は教室で開発した新
しい甲状腺ホルモン測定法を駆使し，また Biopsy 
までも行なって，慢性甲状腺炎(橋本病〉が思春期 
甲状腺腫の 1/3"， 1/4の頻度に認められるという。ま 
た先天性酵素異常により，家族的に現われるホルモ 
ン合成障害があり，甲状腺の代償性肥大によりホ jレ
モン産生量が正常に保たれている例もあり，また甲
状腺機能尤進症も重要な位置をしめるなど数々の新
知見を発表された。 
従来の Corticoids の定量は煩雑で time-con-
summgのもので、あったが， 成瀬ら〈小児科〉は
H3_ Predonisoloneとレジンスポンジを用いた血中
の Corticoids簡易測定法を開発したが， 今回は間
接法のみの紹介であったが，簡便で臨床的に極めて
すぐれた検査法であり， routineの副腎皮質機能検
査法とし普及する日も近いものと思う。 
Steroidglaucomaは Steroidsの局所使用により 
起ることは従来知られていたが，北沢ら(眼科〉は
ステロイドの全身投与による急性緑内障という稀な
例を報告し，ステロイドの内服あるいは点眼により 
眼圧は著しく上昇し，房水流出率は低下したが， 
局所点眼により大幅な限圧上昇をもって反応する
Steroid responserにステロイドを内服させても眼
圧上昇し，房水流出率ならびに産生量に有意な変動
